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【緒言】積算型線量計の一種であるガラス線量計には，ラジオフォトルミネッセンス(RPL)現象が

利用されており，この特性ゆえに，積算線量の繰り返し測定と読み取りが可能であるという利点

が付与される．現用の当該線量計素子には銀添加リン酸塩ガラスが用いられており，組成の最適

化を経た銀添加 Na–Al リン酸塩ガラス(Na–Al/Ag)が市販されている．現在までに，含有アルカリ

金属や銀濃度の違いが，RPL 能の有無や蛍光ピークの位置などの諸物性に影響を与えることが報

告されており[1]，ガラス構成物質を変化させることで用途に応じた線量計開発の可能性が示され

ているが，こうした物性変化の機序は不明なままである．この解明を目指す本研究では，各種銀

添加リン酸塩ガラスにおける銀周辺の構造に着目し，銀濃度と含有アルカリ金属を異にする種々

の当該ガラスについて X線吸収微細構造（XAFS）測定を行った． 

【実験】銀の仕込み濃度が 0.05，0.1，0.3，0.5，0.7，1，10mol%の Na–Al/Ag 試料，および含有ア

ルカリ金属が Li，Na，K，Na–Kの試料を作製し，XAFS 測定を行った．なお，Ag箔および Ag2O

標準試料を比較に用いた． 

【結果と考察】Fig.1 に，銀濃度が異なる試料と標準試料の

X 線吸収スペクトルを示す．銀濃度が異なる試料において，

新たなピークが観測されなかったため，Na–Al/Ag 中におけ

る銀の形態が，Ag２O 中と同様，Ag+であることが示唆され

る．また，銀濃度を変えても振動構造が不変であったことか

ら，銀濃度は Agの配位環境に影響を与えないものと考えら

れる．Fig.2に，異種アルカリ金属含有試料の X線吸収スペ

クトルを示す．アルカリ金属を入れ替えても，Na–Al/Ag と

同様のピークが観測されたため，含有アルカリ金属の種類に

係わらず Ag は Ag+として存在しているものと考えられる．

また，振動構造に相違が認められたことから，含有アルカリ

金属は Agの配位環境に影響を与えることが示唆される． 
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Fig.1. X 線吸収スペクトル 

（標準試料および 

  Ag濃度が異なる試料）． 

 
Fig.2. X 線吸収スペクトル． 

(異種アルカリ金属含有試料) 
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